　　　　　看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成20年11月10日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第32回）

時　間　　14：00～15:50                             　司会者：中村　美奈子

場　所　　病院2Ｆ会議室　　　　　　　　　　　　　　　 記録者：東　和弘
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＜グループ活動報告＞

東病棟：・疾病教室再々々提出→次年度でなく、下半期に引き続きプログラム継続実施。

　　　　　下半期の取り組みも、報告書の提出必要。

　　　　・11月6日の東病棟（D）鍵の紛失と発見の経過について、また、今後の対策に

　　　　　ついての報告（物理的条件の整理と個々のスタッフの鍵扱いに対する意識の

確認）

・服薬に関する個別面接実施中

　→東病棟だけの取り組みにするのではなく、病棟全体で取り組んでほしい

　　　（AOMより）

　⇒チェックシートなど作成準備しながら、同時に進行している。

　⇒誤った薬管理の危険性、薬名、薬に関わる手順チェック

西病棟：・医療廃棄物スタッフチェック開始にむけて

・日用品発注の増減についての、現場での話し合い

· 防災訓練実施

→現場の動きはどうだったのか？本部設置は、ショッキングピンク旗が本部に

北病棟：・家族教室5組の家族参加ありました。

・リーダーフォローアップ研修は、5名のスタッフ対象に18日より開始。

　講師は藤原SGM

・（接遇委員会から）

　満足度調査のアンケート結果、掲示板にのせる。生の声を大切にしたい

　→そのことを受けて、管理者が考えていかなければならないことは何か　　　　　　

南病棟：・板橋スタッフの業務範囲についてのAOMと確認

・高齢者のプログラムプログラムは大まかには出来ている。

　具体的には中身はつめていく必要はある。

・松山孝スタッフは、11月7日に退職している。

外来：・外来患者様のインフルエンザが先週から開始している。

　　　・医療機器委員会、南山とのオーダーリングを調整していく必要あり。

通所：・登録者94名まで増えている。

　　　　青南病院以外の利用者も増えており、当院問診の係わりなども調整

　　　　指定かなければならない。
＜連絡事項＞

　安全対策委員会から

　　『看護グループ安全管理チェックリスト一覧』について

　　　新人教育、評価を実施しているのかと問われてくる、今後は・・・。

　　　どのように行われているのかの方法も問われる。

　　　？使って評価するのはいいが、評価をどのように反映させていくのかも大切。

· ・・現場でOJT

　　　　8月以降の入職者を対象に実施開始してもいいのかもしれない。

　看護協会からの研修案内あり

＜AOM連絡＞

· 平成20年度患者調査実施協力ありがとうございます。

基本的に調査依頼あったものは、50音順に整理されていることが

望ましい。

· 平成20年度老人保健健康増進事業のアンケート協力のお願い

· 12月17日に実技部分のフォローアップ研修予定
→スタッフ講師依頼あり

· 時間外申請の申請が遅くならないように

· 介護中級試験は中居スタッフから確認を受ける予定
· 小阪医師勉強会について
引き続き、勉強会の企画を指示されている。新たな対象者の確認

· パソコンデータ整理

サーバー容量危機にたいしての取り組み

→まずは、写真などのデータ削除を方向性として実施していく

　その結果をふまえて、次の方策を考えていく。

· 11月13日よりスタッフオフィス鍵工事が始まる。

東病棟から開始

＜検討事項＞

　　　　西病棟から

　　　　　患者様から最新のDVD購入希望あり

　　　　　全体でも使っていくものなので、稟議書での依頼の方向で進めていく
















